
本号のテーマ

◎原因
　生育が止まるのは根が過湿で傷み、
酸素欠乏を起こしていると考えられま
す。冠水時間が長いほど、回復が難し
くなります。
生育時期におよぼす影響
　根菜類では、播種後１カ月半までに
冠水した場合、根の長さに影響が出て、
その後の太りにも影響します。ニンジ
ンなど酸素要求量が大きい品目は、生
育後半に過湿だとカロテン形成が不十
分となり、色のりが悪くなります。
　葉菜類は、定植１カ月後が葉を形成
する時期となります（生長期）。 この
時期のダメージは収量に大きく影響す
るので、早期回復を促します。
◎対処方法
主な葉根菜類の対処（キャベツ、ハク
サイ、ダイコン、ニンジン、ネギ）

排水を最優先に
　根の窒息を防ぐため、まず排水を最
優先で行います。特に根菜類は急ぐ必

要があります。
排水後の管理
① 病害予防・早期回復：殺菌剤と「ヨ

ーゲン強力２号」を混合し、葉面散
布を行います。

②発根促進：根が傷んでいる場合は、
「発根力」などを潅注し、新根の発
生を促します。

③軟腐病予防：ネギなどは「オリゼメ
ート粒剤」などで軟腐病予防を徹底
します。

◎予防
排水促進：畝作りから排水を意識した
栽培管理（高畝にするなど）が重要に
なります。圃

ほ

場はサブソイラなどで心
土破砕して排水効率を上げたり、ネギ
などでは、絶えず明

めい

渠
きょ

（排水のための
水路）をつくるようにして除水を図り
ます。水田跡圃場では額縁排水をおす
すめします。

野菜は一つとして同じ生育をたどるものはありません。低温
・高温、乾燥・過湿、曇天・日焼け、多肥・肥切れetc.、一
度バランスを崩した野菜は、トラブルとなってその症状を現

します。そこから対応できることもあれば、もはや手遅れな
場合もあります。このシリーズでは回復可能な事例はその対
処例を、無理な事例は次回対策等を紹介するものです。
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もしも野菜に異常が発生したら

解決
今なら間に合う ! 間に合わない?

対応可能な処理 対応不可能

（タキイ種苗開発部）

　冠水後にしおれが発生しても、早期
の排水が可能であれば、生育を継続
させることができます。

　生育がストップし、株が枯れてしま
った後ではもはや元に戻すことはで
きません。

対策　  △

↑根の再生、発根促
進専門剤「発根力」。

↑ハクサイ軟
なん

腐
ぷ

病。
（原図：駒田旦）

●ケース：水につかった野菜の生育が停止してしまった
大きい圃場では中央にも排水溝を作る。

圃場を排水溝で囲む。
圃場は心土まで深耕する。

排水路

額縁排水例

〈第８回〉

集中豪雨・台風で畝が
冠水してしまった時の対処方法

↑「ヨーゲン強力２号」は生育促進、障
害による生育不良の早期回復におす
すめ。増収と品質向上が望める。

↑酸素供給剤「M
エム

.O
オー

.X
エックス

.液剤」は
散布すると酸素を発生し、作
物に最適な環境をつくる。


